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４．基本高水流量

　　既定計画（昭和57年に河川審議会で審議され改訂した工事実施基本計画）
では、以下に示すとおり、基準地点石狩大橋において基本高水のピーク流量
を18,000m3/s、伊納では7,500m3/s、赤平では6,200m3/s、雁来では3,100m3/s
とするものである。

①　石狩川は流域面積14,330km2、幹川流路延長268kmの我が国有数の大河川であ
り、全国他河川流域とのバランスを総合的に勘案して、石狩川水系としては
計画規模を1/150、主要支川については1/100～1/150（札幌市を貫流する豊平
川、旭川市を貫流する忠別川、美瑛川等は1/150、その他の支川は1/100）と
設定した。
② 計画降雨継続時間は、流域が大きいこと主要降雨は３日に亘って降っている
こと等から３日を採用した。各年最大３日雨量を確率処理し、計画降雨量を
石狩大橋地点260㎜/3日、伊納地点230㎜/3日、雁来地点310㎜/3日、赤平地点
270㎜/3日と決定した。
③ 流域の過去の主要洪水における降雨分布特性により、貯留関数法等による流
出計算モデルを同定した。
④ 流域の過去の主要洪水における降雨波形を各計画降雨量まで引き伸ばし、同
定された流出計算モデルにて流出量を算出した。
⑤ 基本高水のピーク流量は上記の流出計算結果から、各基準地点において最大
値となる波形での流出量より、石狩大橋地点18,000m3/s、伊納地点7,500m3/s
、赤平地点6,200m3/s、雁来地点3,100m3/sと決定した。

　　既定計画を策定した昭和５７年以降、計画を変更するような大きな洪水、
降雨は発生していない。また、既定計画策定後、水理、水文データの蓄積等
を踏まえ、既定計画の基本高水のピーク流量について、以下の観点からの検
証を加えた。

① 流量確率評価による検証

　　相当年数の流量データが蓄積されたこと等から、流量データを確率処理す
ることにより、基本高水のピーク流量を検証。

② 既往洪水による検証

　　時間雨量等の記録が存在する主要洪水について、各種条件の下に再現が可
能となったことから、基本高水のピーク流量を検証。

「石狩川水系河川整備基本方針（案）基本高水等に関する資料（案）」の７ページより抜粋資料２－１

ー１－



基本高水の検討（基本高水のピーク流量の算出①）

・降雨をハイドログラフに変換するための流出計算モ
デル（貯留関数モデル）を作成
・モデルの定数（　　　）を既往の洪水等により同定

貯留関数モデル基礎式
　　
　　　　　　
　　
　

　　：流量（m3/s)，　：降雨（ｍｍ／ｈｏｕｒ）
　　：時間（ｈｏｕｒ），　：貯留量（ｍｍ）
　　　　：モデル定数

③流出計算モデルの設定

石狩大橋
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②計画降雨量の設定

・我が国有数の大河川であり、全国他河川流域とのバランスを総合的に勘案し、以
下の計画規模を設定
　　
　　石狩川水系：１／１５０
　　主要支川：１／１００～１／１５０
　（札幌市を貫流する豊平川、旭川市を貫流する忠別川、美瑛川等は１／１５０、
　　その他の支川は１／１００）

①計画規模の設定

昭和56年8月上旬洪水再現計算結果
（石狩大橋地点）

・計画降雨継続時間は、大
流域、主要降雨が３日に亘
っていること等から３日雨
量を採用

・昭和１～５６年の年最大
３日雨量を確率処理し、計
画降雨量を以下の値と決定

　石狩大橋地点：２６０
　伊納地点：　　２３０
　雁来地点：　　３１０
　赤平地点：　　２７０
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基本高水の検討（現行計画の決定までの流れ②）

④の各ハイドログラフ群から
計算ピーク流量が最大となる
S50.8パターンを採用

各実績降雨を計画降雨
量(２６０ｍｍ）まで
引き伸ばす

③のモデルにより計画
降雨群をハイドログラ
フ群へ変換

降雨ﾊﾟﾀｰﾝ 実績降雨量 引伸し率
S36.7 151.5 1.72
S37.8 133.0 1.96
S40.9中旬 107.0 2.43
S41.8 109.9 2.37
S48.8 113.6 2.29
S50.8 173.0 1.50
S56.8上旬 282.2 1.00

雨の降り方は時間的、
空間的に様々であるこ
とから過去の主要洪水
（流域平均降雨量１０
０ｍｍ以上）から検討
対象実績降雨群を選定
（７降雨）

・・

同じ２６０ｍｍであっ
てもピーク流量は様々
な値となる

・・

④主要洪水における計画降雨量への引伸ばしと流出計算 ⑤基本高水のピーク流
量の決定

○検対象実績降雨群
の選定

○実績降雨群の計画
降雨群への引き伸ば
し

○ハイドログラフへの
変換

昭和36年7月洪水 昭和50年8月洪水 昭和56年8月上旬洪水
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基本高水の検討（基本高水のピーク流量の検証）

※2002年は暫定値

1961,1962,1966,1975,1981,
1992,2001年の流量は

ダム・氾濫戻し流量

工事実施基本計画における基本高水のピーク流量

流域湿潤状態における既往最大流量の評価

工事実施基本計画（既定計画）の概要

（石狩大橋地点）
計画規模：１／１５０
計画降雨量：２６０ｍｍ／３日
基本高水のピーク流量：１８，０００ｍ３／ｓ

流量確率による評価 基本高水の対象ハイドログラフ

既定計画策定後に
計画を変更するよ
うな大きな出水は
発生していない。

S50.8洪水型・計画ハイドログラフ（石狩大橋地点）

検証の結果、既定計画の
基本高水のピーク流量
18,000m3/sは妥当である。

流量確率の検討の
結果、石狩大橋地
点における1/150規
模の流量は14,500
～18,100m3/sと推
定される。

年最大流量と年最大降雨量の経年変化

昭和56年8月上旬洪水　石狩大橋地点
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昭和５６年８月洪水の降雨量
　　前期降雨：2mm／7日
　　損失雨量：66mm
昭和４１年８月洪水時の流域湿潤状態
　　前期降雨：58mm／7日
　　損失雨量：5mm

約19,000m3/sと推定
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千歳川の治水対策　（①工事実施基本計画からの変更）

１．河川の総合的な保全と利用に関する基本方針

（２）河川の総合的な保全と利用に関する基本方針

　ア　災害の発生の防止又は軽減

　千歳川については、計画水位を下げることを目的とする千歳川放水
路計画を中止した経緯等も踏まえ、遊水地による洪水調節と併せて本
川の高い水位の影響を長時間受けることに対応した堤防整備を図る。
また、頻発している内水被害に鑑み、関係機関と連携を図りながら内
水対策を実施するとともに、流域の保水・遊水機能の適切な保全を推
進する。

１．河川の総合的な保全と利用に関する基本方針

　千歳川については、千歳川放水路の建設により洪水の安全な流下を
図る。

２．河川の整備の基本となるべき事項
（２）主要な地点における計画高水流量に関する事項
キ　千歳川
　計画高水流量は、石狩川合流点において1,100 m3/sとする。

　　　　　　　　　千歳川計画高水流量図

２．河川工事の実施の基本となるべき計画に関する事項
（２）主要な地点における計画高水流量に関する事項
ト　千歳川
　千歳川上流の計画高水流量は、西越において300 m3/secとし、千歳
川下流においては、石狩川合流点より嶮淵川合流点までを900 m3/sec、
嶮淵川合流点より千歳川放水路地点までを1,000 m3/secとする。
　千歳川放水路の計画高水流量は、東千歳地点で1,200 m3/secとし、
安平川を合わせて太平洋へ放流する。

　　　　　　　　　　千歳川計画高水流量図

石狩川水系河川整備基本方針（案）における千歳川の記載石狩川水系工事実施基本計画における千歳川の記載
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千歳川の治水対策　（②流域の特徴）

地形的特徴

千歳川流域の過去の被害

約２年に１回の洪水被害を受けている

昭和56年洪水
北広島市街浸水状況

昭和56年洪水
長沼市街浸水状況

千歳川流域の主な被害実績

千歳川流域の低平地は、
石狩川の合流点付近よりも低い

本川の影響を受ける区間が最も長い

洪水時の影響を受ける区間

田畑などの氾濫面積
昭和36年7月 18,100 ha 3,047 戸
昭和37年8月 20,600 ha 7,114 戸
昭和40年9月 19,100 ha 3,627 戸
昭和56年8月上旬 19,200 ha 2,683 戸
昭和62年8月 12,100 ha 124 戸

浸水家屋数洪水発生年

千歳川流域の洪水の様子

島松川合流点付近
（石狩川合流点から約 20km）
　・洪水時の水位　約 +9.5m
　・周辺地盤高　　約+6.0m

河川の縦断勾配

川の勾配が最も緩い

石狩川は、支笏火山の
噴火（約３万年前）以前
太平洋へ向かって流れ
ていたと考えられている

A’

A

石狩川合流点
計画高水位 9.2ｍ

千歳川流域標高区分図

千歳川周辺横断図

洪水時水位9.5ｍ



千歳川の治水対策　（③千歳川放水路計画の概要）

千歳川放水路計画平面図

平常時は今までどおり
石狩川へ流れる

洪水時は締切水門を閉じ、
石狩川の高い水位と縁を切る

千歳川放水路計画の仕組み

氾濫面積が大幅に減少

放水路の効果

放水路の効果
（裏の沢地点）

放水路により、
堤内地盤高付近まで
水位が低下する

放水路実施前後の水位比較縦断図

締切水門

呑口水門

千歳川放水路
　幅180～280m
　延長約40km
　の新水路建設
河口で最大
約２,０００ｍ３／ｓ

締切水門



千歳川の治水対策　（④新たな治水対策）

Ｓ５６　石狩川水系既往最大の洪水が発生（千歳川流域　氾濫面積：19,200ha,浸水家屋： 2,683戸）

Ｓ５７　石狩川水系工事実施基本計画において放水路計画決定

Ｓ６３　放水路事業着手

　～　（放水路計画については地元千歳川流域自治体等からは賛成、漁業団体や自然保護団体等か
　　　　らは反対の意見があり、事業が進めることができない状態が継続）

　 ◇放水路計画に対する主な反対意見
　　　　　　・洪水放流時の濁水が太平洋の沿岸漁業に影響を与えるのではないか
　　　　　　・放水路開削に伴う地下水低下により美々川、ウトナイ湖（ラムサール条約登録湿地;Ｈ３登録）
　　　　　　　の自然環境に影響を与えるのではないか

Ｈ９ 　 北海道知事の設置による「千歳川流域治水対策検討委員会」での治水対策検討
～１１ 　◇提言の要旨；合流点を含めた流域内での対策を推進すべき
　 　　　　　 　　　　 放水路計画は検討の対象としない

Ｈ１１　北海道知事からの意見を受け、放水路事業を中止
　　　　　◇知事意見の要旨；放水路計画に代わる治水対策が必要
　　 　　　　　　　　　　　 国とともに新たな検討の場を設置し検討を進める

Ｈ１１ 国、道の共同設置による「千歳川流域治水対策全体計画検討委員会」での放水路計画
～１４　に代わる新たな対策の検討

Ｈ１４ 堤防強化（遊水地併用）案を選択すべきとの委員会からの提言

治水対策に係るこれまでの経緯 その他検討された代替案

遊水地などを活用した今回の治水対策

委員会での評価
内水被害軽減効果等に課題がある
が、実行可能性、早期の効果発現等
を勘案し、同案を選択すべき

現況堤防断面

変更（案）の断面

裏の沢地点
9.45ｍ（変更案）

S49当時の計画と同水位

7.50ｍ（既定の放水路計画）

石狩川の高い背水に対応した堤防整備

①計画高水位をS49計画（石狩川と
　同じ水位）に戻す

　石狩川と縁を切り、太平洋
への新水路と遊水地により
洪水を処理
（目標水位８．５ｍ）
（放水路計画に比べ新水路
規模の縮小、遊水地の設置
等により、太平洋への流量
を軽減する案）

　遊水地整備と合流点を下流
に付け替えることにより洪水を
処理
（目標水位８．５ｍ）
（江別市街地における新水路
開削あるいは石狩川の大幅な
引き堤を行う案）

新遠浅川案
（流域外対策）

合流点対策案

遊水地の整備

②洪水を計画高水位以内
　に抑える

太平洋

千
歳
川

石狩川

遊
水
地

堤防
強化
(HWL8.5m)

千
歳
川

石狩川

遊
水
地 遊

水
地

石狩川

締切
水門

堤防
強化
(HWL8.5m)

安平川
遊水地

呑口
水門

新
遠
浅
川

千
歳
川

太平洋

遊
水
地 遊

水
地

委員会での評価
江別市のまちづくり等、社
会的影響が大きい

委員会での評価
治水効果に優れているこ
と等から河川の全体計画
として望ましい対策だが、
漁業、環境等関係者の早
期合意困難

約900m3/s



 

 
必要な流量(m3/s) 

検討項目 検討内容 かんがい期
（最大） 

非かんがい期 
備 考 

動植物の保
護・漁業 

動植物の生息・
生育に必要な流
量の確保 

56 38 
サケ、サクラマス等の代表魚種に着目し、それぞれの
魚類の生息に必要な流量 

観光・景観 良好な景観の維
持 56 38 

検討箇所におけるフォトモンタージュによるアンケー
ト調査結果より設定 

流水の清潔
の保持 

生活環境に係る
被害が生じない
水質の確保 

36 21 
「石狩川流域別下水道整備総合計画(案)平成 11 年度 
北海道」に基づく将来負荷量に対し、渇水時にも環境
基準値を満足することが可能な流量 

舟運 舟運の航行に必
要な吃水深等の
確保 

－ － 
舟運はない 

塩害の防止 取水地点におけ
る塩水遡上の防
止 

－ － 
塩水遡上の影響はない 

河口閉塞の
防止 

現況河口の確保 
－ － 

河口から離れており考慮しない 

河川管理施
設の保護 

木製河川構造物
の保護 － － 

考慮すべき施設はない 

地下水位の
維持 

地下水の取水に
支障のない河川
水位の確保 

－ － 
既往の渇水時において地下水障害等の発生は確認され
ていない。 

 

 

検討項目 検討内容 必要な流量(m3/s) 備 考 

動植物の保
護・漁業 

動植物の生息・
生育に必要な流
量の確保 

103 
サケ、サクラマス等の代表魚種に着目し、それぞれの
魚類の生息に必要な流量 

観光・景観 良好な景観の維
持 103 

検討箇所におけるフォトモンタージュによるアンケー
ト調査結果より設定 

流水の清潔
の保持 

生活環境に係る
被害が生じない
水質の確保 

68 
「石狩川流域別下水道整備総合計画(案)平成 11 年度 
北海道」に基づく将来負荷量に対し、渇水時にも環境
基準値を満足することが可能な流量 

舟運 舟運の航行に必
要な吃水深等の
確保 

99 
内水面漁業区域及びその周辺における漁船の航行に対
して支障のない流量 

塩害の防止 取水地点におけ
る塩水遡上の防
止 

99 
下流の工業用水取水地点で塩水遡上の防止のために必
要な流量 

河口閉塞の
防止 

現況河口の確保 
－ 

近年河口の変動は少なく安定しているため考慮しない 

河川管理施
設の保護 

木製河川構造物
の保護 － 

考慮すべき施設はない 

地下水位の
維持 

地下水の取水に
支障のない河川
水位の確保 

－ 
既往の渇水時において地下水障害等の発生は確認され
ていない。 

(14.082 m 3/s)

忠 別 川

大雪ダム
大雪発電所等

愛別町水道

石狩川愛別頭首工

比布町簡易水道
当麻町水道

近文頭首工

石狩川流域の模式図

愛別頭首工

(20.900 m 3/s)

(1.650 m 3/s)

(1.729 m3/s)
中愛別頭首工

(0.0301 m 3/s)

(0.180 m3/s)

(14.450 m 3/s)

(0.0206 m 3/s)

(25.550 m3/s)

大雪頭首工、永山地区かんがい用水
(17.635 m3/s、0.480 m 3/s)

(0.0324 m3/s)

(2.000 m3/s、0.3126 m 3/s、
 1.569 m3/s、0.0373 m 3/s、
 0.013 m3/s)

(17.500m3/s、3.388m3/s) 北空知頭首工
（空知取水口）

(16.910 m 3/s)

(0.840 m3/s)
滝川流雪溝

袋地揚水機、突出揚水機
(0.0543 m3/s、0.370 m3/s)

浦臼第１揚水機
(3.476 m3/s) (11.853 m 3/s)

(10.665 m3/s)

(0.2315m3/s、0.003m3/s、0.1075m3/s)

中村第１揚水機
(1.577 m3/s)

南札比内揚水機
(0.3399 m 3/s)

大富揚水機
(3.654 m3/s)

大 曲 揚 水機
(0.2062 m 3/s)

石狩川頭首工
(28.365 m3/s)

北13号揚水機
(1.895 m 3/s)

基 線揚水機
(2.362 m3/s) 幌達布揚水機

(5.362 m 3/s)

南美原揚水機
(6.512 m3/s)

北生振揚水機
(5.345 m3/s)

雁里第１揚水機、小西揚
水機、雁里第２揚水機

空 知 川

幾 春 別 川

夕 張 川

千 歳 川

豊 平 川

雨 竜 川

愛別発電所

石狩大橋

北空知頭首工
（深川取水口）

愛別町防火用水

神竜頭首工

砂川火力発電所

奈井江火力発電所

北村揚水機
(5.469 m3/s)

日本製紙、旭川市防火用水、
旭川市水道、鷹栖町水道、
JR旭川雑用水

層雲峡発電所等

日 本 海
注）各水利権に添記した数値
　　かんがい用水：(最大取水量）
　　水道用水ほか：(取水量）
　　発電用水    ：(最大使用水量）

上
川
盆
地

神居古潭の狭さく部

伊 納

凡　例

かんがい
発 電

工 業
上 水 道
雑 用 水

石
狩
平
野

流水の正常な機能を維持するため必要な流量の設定概要 

 
伊納地点の検討総括表 (今回新たに設定 かんがい期:56m3/s 非かんがい期:38m3/s) 

石狩大橋地点の検討総括表 (既定計画と同様、概ね 100m3/s と設定) 

正常流量の概要 伊納地点

石狩大橋地点

・上川盆地を代表する 

・石狩平野を代表する 
基準地点の設定 地理的、社会的条件から


